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別紙のとおり，平成２９年３月にＡＩ研究の第一人者である松原仁氏（※元公立はこだて

未来大学 副理事長／現特命教授）と共同で設立した公立はこだて未来大学発ベンチャー企

業である「株式会社 AI ハヤブサ」が，台湾研究機関等との「北海道機能性成分活用 MOU

締結式」を開催しますので，報道方よろしくお願いします。 

 

記 

 
 

１ 開催概要 

（１） 日 時 令和７年６月 1７日（火）13:00～（受付 12:30～） 

（２） 会 場 函館市国際水産・海洋総合研究センター（函館市弁天町 20-5）  

（３） 内 容 別紙参照 

 

２ 企業概要 

（１） 名 称 株式会社ＡＩハヤブサ 

（２） 資 本 金 ５００万円 

（３） 設   立 平成２９年３月 

（４） 所 在 地 函館市桔梗町３７９－１３ 函館工房内 

（５） 代   表 代表取締役 村松 洋明 

（６） 事 業 概 要 ＡＩ画像解析・検査システムの開発など 

     

３ 株式会社ＡＩハヤブサについて 

  同社は，平成２９年３月創業の AI画像認識ソフトを開発している工業用顕微鏡メーカ 

ーである。 

株式会社ミラック光学（東京都）代表取締役の村松洋明と公立はこだて未来大学教 

授で人工知能第一人者でもある松原仁と共に，未来大発ベンチャーとして設立。 

自動車関連や食品関連など様々な業界にユーザーを持ち，個々の希望に応じてカスタマ 

イズで AI外観検査システムを構築している。 

対象物に合わせて最適な撮影方法や画像処理手法，AI解析手法を選ぶため，高精度かつ 

報 道 資 料  

株式会社 AIハヤブサと台湾の研究機関等が 

「北海道機能性成分活用ＭＯＵ締結式」を開催します！ 



効率的な検査を強みとしており，一次産業への活用にも挑戦している。 

令和６年５月，台湾の金属工業研究発展中心とＡＩ開発における協力ＭＯＵを締結し， 

函館と台湾との様々な交流にも注力している。 

 

４ 問い合わせ先 

事業や締結式の内容について 

株式会社ＡＩハヤブサ代表取締役 村松 

Tel:090-1846-3553 

 

当日会場について 

株式会社ＡＩハヤブサ 担当：宮川 

Tel:0138-76-4659 

 
（経済部企業立地担当 竹崎 ℡21-3987） 



 

株式会社 AIハヤブサと台湾研究機関等との MOU締結の概要について 

 

１ 開催日時 締 結 式：令和７年６月１７日（火）１３：００～１３：４５ 

       施設視察：令和７年６月１７日（火）１３：５０～１４：３０ 

 

２ 開催場所 函館市国際水産・海洋総合研究センター 会議室 

 

３ 協定の概要 

 (1) 締結日 

   令和７年６月１７日（火） １３時～ 

 (2) 締結者 

    ① 台湾金属工業研究発展中心（台湾金属センター） 

      台湾政府三大研究機関のひとつ。千数百名の研究員が在籍する。 

金属加工の技術指導から AIの研究、健康食品などの研究まで，台湾企業 

と連携して課題解決にあたる機関。 

    ② 智能未来科技有限公司 

      AIハヤブサの取引先として，部品加工を主業務とする進期科技股份有限 

公司が，AI開発やフコイダンなどの有効成分を活用した製品化を含め， 

あらゆる面で同社と台湾金属センターとの協業のパイプ役となり、台湾で

の販路開拓のために設立した企業。 

    ③ 慧穎生医股份有限公司 

      台湾で機能性有効成分を活用して，化粧品その他商品化をする企業。 

④ 株式会社 AI ハヤブサ 

      AIでの共同研究や業務委託の MOUを台湾金属センターと昨年締結。 

 

 (3) 目 的 

   台湾の研究機関および企業等と(株) AI ハヤブサとが連携して，がごめ昆布に 

含まれるフコイダンを活用した新商品を開発することにより，日台連携を深める 

ことはもとより，がごめ昆布の生産地である函館市の PR，がごめ商品の台湾に 

おける認知度向上、ならびに北海道全域で採取できる機能性素材の活用等を推進 

することにより，地域の活性化に資することを目的とする。 

 

４ 流れ   

 (1) MOU(協定書･覚書)締結者の紹介              

 (2) MOU(協定書･覚書)署名･取り交わし 

  (3) MOU(協定書･覚書)締結者からのコメント                     

 (4) 報道機関からの質問                                               

 (5) 記念撮影 

 

 

 



 

５ 出席者 

（出席者名簿）台湾関係者 8名および AIハヤブサ 1名 

所 属 役  職 氏  名 

台湾金属工業研究発展中心 董事長 （理事長） 林 仁益（リン・レンイー） 

台湾金属工業研究発展中心 副執行長 （副理事長） 林 烈全（リン・リエチュエン） 

台湾金属工業研究発展中心 エネルギー・スマート

精密システム設備部 

部長 

邱 振璋（チウ・ジェンジャン） 

台湾金属工業研究発展中心 エネルギー・スマート

精密システム設備部  

副部長 

連 培榮（リエン・ペイロン ） 

慧穎生医股份有限公司 総経理（社長） 謝 震（シエ・ジェン） 

智能未来科技有限公司 

進期科技股份有限公司 

副董事長（副会長 ） 

総経理（社長） 
黄 啟明（ホアン・チーミン） 

進期科技股份有限公司 営業部 次長 

※通訳兼務 

劉 怡君（リウ・イージュン／

晴子）  

台湾金属工業研究発展中心 天然物イノベーショ

ン応用グループ 

エンジニア 

蘇 仁維（スー・レン ウェイ） 

株式会社ＡＩハヤブサ 代表取締役 村松 洋明 

（来賓者名簿）10名 

所 属 役  職 氏  名 

函館市経済部 部長 氣田 聖大 

函館市経済部 次長 小林 祐樹 

公益財団法人 函館地域産業振興財団 

北海道立工業技術センター 

専務理事 

副センター長 

髙橋 英徳 

一般財団法人 函館国際水産・海洋都

市推進機構 

推進機構長 嵯峨 直恆 

一般財団法人 函館国際水産・海洋都

市推進機構 

事務局長 川村 真一 

北海道大学 水産科学院  

地域水産業共創センター 

教授 福田 覚 

北海道大学 北極域研究センター 

株式会社グリーン＆ライフ・イノベー

ション 

研究員 

研究開発フェロー 

齊藤 誠一 

公立はこだて未来大学 システム情報

学部 複雑系知能学科  

准教授 髙木 清二 

函館工業高等専門学校 生産システム

工学科  

准教授 中村 尚彦 

株式会社エコニクス マリンラボ マネージャー 伊藤 尚久 



 

自然環境部 

（他参加者）10名 

所 属 役  職 氏  名 

函館市経済部企業立地担当 課長 竹崎 太人 

函館市経済部工業振興課企業立地担当 主査 今井 隆司 

函館市経済部工業振興課企業立地担当 主査 田村 亮 

函館市経済部工業振興課企業立地担当 主任主事 阿部 優南  

函館市経済部工業振興課企業立地担当 主任主事 山中 皓太 

一般財団法人 函館国際水産・海洋都

市推進機構 

総務・経理部門 主査 高橋 修 

一般財団法人 函館国際水産・海洋都

市推進機構 

総務・経理部門 主査 榎 信幸 

株式会社ＡＩハヤブサ 連携推進室 参与 備前 悟 

株式会社ＡＩハヤブサ 開発部リーダー 三谷 祐輔 

株式会社ＡＩハヤブサ 社長秘書 宮川 友里 

 



 

株式会社 AI ハヤブサと台湾研究機関等とのMOU 締結式 

開催日時 締 結 式：令和７年６月１７日（火）１３：００～１３：４５ 

開催場所 函館市国際水産・海洋総合研究センター 会議室 

MOU締結式 次第 

（司会：函館市経済部企業立地担当 課長 竹崎 太人） 

１、 開 会 

２、 ＭＯＵ（協定書・覚書）締結者のご紹介 

３、 ＭＯＵ（協定書・覚書）の締結 

４、 ＭＯＵ（協定書・覚書）締結者よりご挨拶 

台湾金属工業研究発展中心 董事長 林 仁益（リン・レンイー）様 

慧穎生医股份有限公司 総経理 謝 震（シエ・ジェン）様 

智能未来科技有限公司 副董事長 黄 啟明（ホアン・チーミン）様 

株式会社 AI ハヤブサ 代表取締役 村松 洋明 様 

５、 報道機関からのご質問等 

６、 記念撮影 

７、 閉 会 










